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鋳圏痢刊 生活 いきヽ

「
ひ
と
り
で
生
き
る
た
め
に
、

単
身
者
の
生
活
権
を
検
証
す
る

会

（
単
身
け
ん
）

・
関
西
」
が

こ
の
ほ
ど
発
足
し
た
。
２
カ
月

に
１
度
例
会
を
開
き
、
親
ぼ
く

を
深
め
、
家
族
が
い
な
い
こ
と

か
ら
派
生
す
る
問
題
や
不
安

ヘ

の
対
処
な
ど
情
報
交
換
を
し
て

い
く
。

単
身
け
ん
は
１
９
９
０
年
、

石
川
由
紀
さ
ん
（５４
）
が
地
元
の

東
京

・
世
田
谷
で
結
成
。
賃
貸

住
宅
に
入
居
す
る
際
の
保
証
人

や
緊
急
入
院
時
の
手
続
き
の
実

態
な
ど
を
調
べ
、
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
き
た
。
〈バ
員
は
３
５
０
人
、

う
ち
関
西
は
６０
人
。

１０
人
の
世

話
人
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
情
報

交
換
と
と
も
に
関
西
で
の
活
動

内
容
を
固
め
る
。

世
話
人
の

一
人
、
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
の
吉
田
清
彦
さ
ん
（
５４
）

は

「
東
京
と
大
阪
で
は
人
Ｌ
人

が
付
き
合
う
う
え
で
の
距
離
感

が
違

っ
た
り
す
る
。
で
も
、
成

年
後
見
制
度
は
大
阪
で
も
議
論

が
出
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

石
川
さ
ん
も

「
首
都
圏
は
個
人

差
が
大
き
く
、
匿
名
性
の
裏
に

寂
し
さ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ

れ
を
解
消
す
る
集
ま
り
は
成
立

し
に
く
い
。
関
西
は
親
ぼ
く
を

深
め
る
会
に
も
な
る
の
で
は
」

と
期
待
す
る
。

大
阪
市
内
で
２
月
か
ら
開
か

れ
て
い
る
連
続
講
座

「
い
き
い

き
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
」
に
は
定

員
５０
人
の
と
こ
ろ
、

１０
代
か
ら

８０
代
ま
で
１
０
１
人
の
応
募
が

あ
っ
た
。
男
女
比
は
３
対
１
で

女
性
が
多
い
。

単
身
け
ん

。
関
西
や
講
座

ヘ

の
参
加
者
を
見
る
と
、
男
性
よ

り
女
性
の
方
が
早
く
に
確
信
を

持

っ
て
シ
ン
グ
ル
と
し
て
の
生

き
方
を
選
択

。
準
備
す
る
傾
向

が
浮
か
ぶ
。
士
］
田
さ
ん
は
、
「
男

性
は
高
齢
で
妻
に
亡
く
な
ら
れ

″
突
然
シ
ン
グ
ル
″
に
な
り
、

ぼ
う
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
が
多

い
。
準
備
の
あ
る

″
確
信
シ
ン

グ
ル
″
と
は
違
う
。
そ
の
年
代

は
行
政
の
援
助
シ
ス
テ
ム
を
知

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
行
政
は

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
向
け
に

ど
ん
ど
ん
有
益
な
情
報
を
流
す

必
要
が
あ
る
。
民
間
が
補
完
す

る
の
も

一
つ
の
あ
り
方
」
と
話

し
て
い
る
。
次
回
例
会
は
４
月

‐８
日
午
後
１
時
半
、
ク
レ
オ
大

阪
西

（大
阪
市
此
花
区
西
九
条

６
）
で
。
問
い
合
わ
せ
は
、
益

田
さ
ん

（
０６

・
６
５
３
３

・
１

２
３
２
）
。

【
大
西
　
康
裕
】

単身けん ,関西


